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四
〇
『史
館
茗
話
』
と
そ
の
周
辺
1
『続
本
朝
通
鑑
』
と
の
こ
と
な
ど
本
間
洋
一
1
か
つ
て
『史
館
茗
話
』
所
収
詩
話
の
典
拠
を
め
ぐ
り
、
古
代
か
ら
中
世
(1
)
に
か
け
て
の
説
話
書
類
と
対
照
さ
せ
た
調
査
を
纏
め
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
改
め
て
確
認
で
き
た
こ
と
は
、
『江
談
抄
』
を
中
心
と
す
る
先
行
説
話
書
の
影
響
に
加
え
て
、
『本
朝
一
人
一
首
』
と
の
密
接
な
関
係
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
更
に
『茗
話
』
『
一
人
一
首
』
の
両
書
と
同
じ
時
期
に
編
纂
が
進
め
ら
れ
て
い
た
『続
本
朝
通
鑑
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
言
及
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
調
査
不
十
分
で
簡
略
に
触
れ
る
に
留
ま
っ
た
。
そ
こ
で
補
足
の
意
味
も
込
め
改
め
て
記
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
『茗
話
』
と
『続
通
鑑
』
の
問
で
記
述
に
関
連
が
認
め
ら
れ
る
も
の
を
先
づ
一
覧
表
に
ま
と
め
て
お
く
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
猶
、
こ
こ
で
は
『茗
話
』
の
一
話
(基
本
的
に
番
号
順
)
が
『続
通
鑑
』
の
何
時
の
条
に
見
え
る
か
を
示
し
て
い
る
の
で
、
『茗
話
』
の
側
か
ら
す
る
と
、
詩
話
が
複
数
ま
と
ま
っ
て
『続
通
鑑
』
の
一
処
に
記
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
受
け
と
れ
る
場
合
や
、
そ
の
逆
に
一
話
が
別
の
所
に
各
々
分
割
さ
れ
る
よ
う
な
形
で
記
さ
れ
て
い
る
例
も
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
場
合
は
『続
通
鑑
』
の
記
述
の
流
れ
に
対
応
さ
せ
る
よ
う
に
『茗
話
』
の
詩
話
番
号
を
前
後
さ
せ
て
記
し
て
い
る
こ
と
も
予
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
『
茗話
』
の詩話番号
『続
通
鑑』
記
事
参
照
箇
所
②
〈巻
箜
二
・
醍
醐
天
皇
二〉延喜七年末尾是条
⑨⑧
〈巻
第
二
・
醍醐
天
皇
二〉延喜三年二月十五日
条菅
原
道
真薨
伝
⑩
⑫
〈
巻
第
三
・
醍
醐
天皇
三〉延喜十二年月日条
紀
長谷
雄薨
伝
⑪
〈
巻
第
五
・
醍
醐
天皇
五〉延喜十八年二月条三
善
清
行
薨伝
⑬
〈
巻
第
五
・
醍
醐
天
皇
五〉延喜十七年一月条
⑭
〈
巻
箜
二
・
醍
醐
天
皇
三〉延喜九年閏八月条
⑮
〈巻
第
八
・
朱雀
天
皇
下〉天慶三年二月条
⑯㊥
⑳⑳⑲⑫
〈巻
第十
五
・
円融
天
皇
下〉天元四年九月条菅原文時
薨伝
⑰
〈
巻第
十一
・
村
上
天皇
三〉天徳元年十二月条大江朝
綱
薨伝
⑱
⑬
⑫
〈
巻
第
三
・
醍
醐
天
皇
三
〉延喜八年六月条
⑳
〈
巻
第
十
一
・
村
上
天
皇
三〉応和三年六月条大江維時
薨
伝
⑳
〈巻
第十
四
・
円
融
天
皇
中〉天元二年八月条菅原雅規
卒
伝
⑳
⑳
〈巻
第
十
二
・
村
上
天
皇
四〉康保二年十月条
⑳
⑫
⑪
〈
巻
第
十
八
・
一
条
天
皇
二
〉長徳三年末尾是条
⑰
〈
巻
第
二
十
一
・
一
条
天
皇
五
〉寛弘七年月条大江以言卒
伝
⑰⑱
⑬⑳
〈
巻
第
二
十
二
条
天皇
四〉寛弘四年月条
⑳
〈
巻
第十
七
・
一
条
天
皇
一
〉正暦五年八月条
⑳
〈巻
第
二
十
・
一
条
天
皇
四〉寛弘二年七月条末尾
⑮
〈巻
第
二
・
醍醐
天
皇
二〉延喜二年条末尾小野美
材
卒
伝
⑯⑰
〈
本朝
通
鑑
・
巻第
三
十
六
・
陽
成
天
皇
下〉元慶七年五月十二日条*正篇はこれの
み〈巻第一・醍醐天皇〉昌泰三年八月条
『史
館
茗
話
』
と
そ
の
周
辺
四
一
『史
館
茗
話
』
と
そ
の
周
辺
四
二
⑱
〈
巻
第
一
・
醍
醐
天皇
一
〉昌泰元年九月日条
⑲
〈
巻
第
一
・
醍
醐
天
皇
一
〉昌泰二年九月日条
⑯
〈
巻第
十
一
・
村
上
天
皇
三
〉応和元年二月五日条
⑰
〈巻
第十
四
・
円融
天
皇
中
〉貞元二年六月条
⑲
〈巻
第十
・
村
上
天
皇
二
〉天暦九年月条
⑳
〈
巻第
十
三
・
円
融
天
皇
上〉天延二年三月十八日条
⑪
〈
巻
第
人
・
朱
雀
天
皇
下〉天慶三年十二月条源英
明
卒
伝
⑫
〈
巻
第十
・
村
上
天
皇
二
〉天暦八年人月条
⑯
〈
巻
第
十
五
・
円
融
天
皇
下〉永観元年是条末尾
⑱
〈
巻
第
十
三
・
円
融
天
皇
上〉天禄元年十月条藤原在衡
薨伝
⑳
〈
巻第
十
四
・
円融
天
皇
中〉貞元二年四月条〈巻第十七・一条天皇〉永延元年九月二十六日条
兼
明
親
王
薨
伝〈巻第二十一・条天皇五〉寛弘人年七月条
⑪
〈巻
第
二
十
一
・
一
条
天
皇
五
〉寛弘六年七月二十八日条具
平
親
王
薨伝
⑮⑯
〈
巻
二
十
・
一
条
天
皇
四〉寛弘元年六月条
⑱
〈
巻
十
七
・
一
条
天皇
一
〉正暦三年九月日条
⑳
〈
巻
十
八
・
一
条
天皇
二
〉長徳二年正月条
⑳
〈
巻
第
十
六
・
花
山
天
皇
〉寛和二年十月条〈巻第三十四・白河天皇
上〉承保三年十月条
⑭
〈巻
第
二
十
人
・
後朱
雀
天
皇〉長久二年正月一日条藤原公
任
薨
伝
⑳
〈
巻
第
二
十
七
・
後
一
条
天
皇
五
〉長元九年五月条*参考程度の関わり
⑳
⑰
〈
巻
第
十
九
・
一
条
天皇
三
〉長保四年十二月条
⑳
〈
巻
第
二
十
六
・
後
一
条
天皇
四〉長元三年十一月二日条
⑪
⑮
〈
巻
第
三
十
二
・
後
冷泉
天皇
四〉治暦三年末尾是条藤原明衡
略伝
⑫
⑮
〈
巻
第
三
十
一
・
後
冷
泉
天皇
三〉康平五年十月条藤原実範略伝
⑭
〈
巻
第
二
十
八
・
後
朱
雀
天皇
〉長久四年九月条
⑯
〈
巻
第
三
十
一
・
後
冷
泉
天皇
三
〉康平七年三月条
⑰
〈
巻
第
三
十
三
・
後
三
条
天
皇〉延久四年十一月条
⑱
〈
巻
第
三
十
五
・
白
河
天
皇
中〉承暦四年三月条
一
応
数
値
と
し
て
ま
と
め
る
と
、
梅
洞
執
筆
部
分
(前
半
42
話
迄
)
中
二
十
七
話
(
64
%
)
、
鵞
峰
執
筆
部
分
(後
半
43
話
よ
り
㎜
話
迄
)
中
四
『史
館
茗
話
』
と
そ
の
周
辺
十
一
話
(
71
%
)
、
合
計
六
十
人
話
に
何
ら
か
の
関
連
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
(今
は
繁
雑
な
の
で
逐
一
言
及
は
し
な
い
)
。
皿
『続
通
鑑
』
の
編
修
が
終
わ
り
、
清
書
が
完
了
し
た
の
は
寛
文
十
年
(
エ
ハ
七
〇
)
十
月
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
無
論
梅
洞
(
一
六
四
三
-
六
六
)
没
後
の
こ
と
で
あ
る
。
寛
文
六
年
八
月
二
十
九
日
昼
頃
、
か
ね
て
よ
り
(八
月
四
日
以
来
)
体
調
を
崩
し
て
い
た
梅
洞
の
容
態
が
急
変
。
驚
い
た
父
は
輿
を
飛
ば
し
て
本
宅
に
戻
っ
た
も
の
の
、
遂
に
九
月
一
日
、
息
子
は
不
帰
の
客
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
父
の
悲
痛
落
胆
の
程
は
『国
史
館
日
(
2
)
録
』
な
ど
に
も
折
に
触
れ
綴
ら
れ
て
い
る
が
、
病
臥
以
前
は
編
修
の
重
要
な
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
順
調
に
仕
事
を
進
め
て
い
た
だ
け
に
、
梅
洞
本
人
も
さ
ぞ
や
無
念
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
春
信
所
レ草
止
二
于
長
徳
四
年
の
吁
痛
哉
。
自
二
昌
泰
一至
二
天
暦
の
則
信
未
レ病
時
校
了
。
天
徳
以
来
至
二
長
徳
ゆ
則
自
二
去
月
十
一
日
一
至
二
今
日
の
悉
校
補
了
。
自
二
長
徳
元
年
一至
二
四
年
↓
為
二
第
十
八
巻
幻
此
以
後
可
下
再
見
二
旧
記
一加
中
補
之
加
而
後
長
徳
之
後
可
二
起
筆
一也
。
(
『国
史
館
日
録
』
六
、
寛
文
六
年
十
一
月
六
日
)
こ
れ
に
依
る
と
、
梅
洞
の
残
し
た
草
稿
は
昌
泰
年
間
よ
り
長
徳
四
年
(九
四
三
『史
館
茗
話
』
と
そ
の
周
辺
九
八
)
に
亘
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
我
々
が
見
う
る
『続
通
鑑
』
の
本
文
(3
)
は
必
ず
し
も
梅
洞
の
草
稿
そ
の
ま
ま
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
が
、
『茗
話
』
の
梅
洞
執
筆
部
分
と
殆
ど
一
致
す
る
も
の
が
多
い
と
い
う
の
は
確
か
で
あ
る
。
2
8
9
10
1
12
14
15
17
20
21
26
29
32
36
-
39
41
話
な
ど
は
特
に
類
似
度
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
37
38
40
話
は
『続
通
鑑
』
長
徳
四
年
以
後
の
寛
弘
七
年
(
一
〇
一
〇
)
、
四
年
、
二
年
(以
上
前
掲
の
詩
話
順
)
の
条
に
配
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
『茗
話
』
の
梅
洞
執
筆
文
を
父
は
意
識
的
に
利
用
し
て
い
る
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
『江
談
抄
』
(第
三
・
善
相
公
と
紀
納
言
と
口
論
の
事
)
に
次
の
様
な
説
話
が
見
え
る
。
又
被
レ
談
云
、
善
相
公
与
二
紀
納
言
一
口
論
之
時
、
善
相
公
云
、
無
才
博
士
ハ
和
奴
志
ヨ
リ
始
也
ト
云
ケ
利
。
于
レ時
紀
家
秀
才
也
云
々
。
以
レ之
思
レ之
、
善
家
無
レ止
者
也
。
孝
言
聞
レ之
、
竜
乃
咋
合
バ
ク
ヒ
フ
セ
ラ
レ
タ
ル
ニ
ワ
ロ
カ
ラ
ズ
。
他
獣
ハ
不
二
倚
付
一者
也
云
々
。
類
話
は
『今
昔
物
語
』
(巻
二
四
・
三
善
清
行
の
宰
相
と
紀
長
谷
雄
と
口
(
4
)
論
せ
し
語
第
二
十
五
)
に
も
見
え
て
よ
く
知
ら
れ
る
清
行
の
長
谷
雄
軽
侮
譚
で
あ
る
。
こ
れ
が
=
人
一
首
』
『茗
話
』
『続
通
鑑
』
(成
立
順
)
で
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
か
と
言
え
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。
四
四
『本
朝一
人
一
首』
『
史
館
茗
話』
『続
本朝
通
鑑』
当
時
長
谷
雄
才、
人
或
嘗
歎二
紀
長
谷
雄
或
嘗
歎二
紀
寛
博
学
英
為
レ人
被
レ重
、
博
学
英
才過
善
清行
晒
才ゆ
清行
晒
日、
紀
寛
然
猶
軽
二
侮
日、
長
谷
雄
固
有
二
英
固
有
二
英
才
ハ
其博
学
之の
才ハ
博
学
則
吾
不
レ
知
則吾
不
レ知
也
。
寛
在
=
(巻
四
・
一
九
也
。
長
谷
雄
在
二
当
当時
一
太被
二
推重
↓
然
二・
三
善清
行)
時ハ
太
被
=
推
重
↓
然
其軽
侮如
レ此
。
其
軽
侮
如
レ
此。
(巻
五
・
延
喜
十
人
年
(
1
話)
十
二
月)
『
一
人
一
首
』
に
は
清
行
の
言
動
の
直
接
引
用
が
見
え
な
い
の
で
明
確
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
彼
が
長
谷
雄
を
か
ろ
ん
じ
あ
な
ど
っ
て
い
た
と
い
う
そ
の
記
述
は
や
は
り
『江
談
抄
』
の
「無
才
の
博
士
は
お
ぬ
し
よ
り
始
っ
(
5
)
た
の
だ
」
と
い
う
清
行
の
発
言
に
依
っ
て
い
る
と
考
え
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
『
一
人
一
首
』
で
は
罵
詈
雑
言
を
意
図
的
に
避
け
た
も
の
か
も
知
れ
ぬ
が
、
『茗
話
』
は
好
意
的
な
忖
度
を
行
っ
た
よ
う
で
、
「長
谷
雄
に
は
無
論
す
ぐ
れ
た
才
知
は
あ
る
。
が
、
博
学
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
ね
(認
め
難
い
と
い
う
口
吻
な
の
だ
ろ
う
)
」
と
か
な
り
や
わ
ら
げ
ら
れ
た
表
現
に
改
め
ら
れ
て
お
り
、
『大
唐
世
語
』
(巻
五
・
軽
詆
)
な
ど
も
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
て
い
る
。
『続
通
鑑
』
の
梅
洞
の
こ
こ
の
部
分
の
草
稿
が
ど
の
よ
う
な
文
章
で
あ
っ
た
か
は
実
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
父
鵞
峰
が
寛
文
四
年
十
二
月
二
十
四
日
に
そ
の
草
稿
に
目
を
通
し
て
(
6
)
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
『茗
話
』
『続
通
鑑
』
の
二
書
の
記
述
の
酷
似
は
、
『茗
話
』
の
文
に
依
っ
て
『続
通
鑑
』
の
文
を
改
補
し
た
と
い
う
可
能
性
を
残
し
な
が
ら
、
草
稿
が
既
に
『茗
話
』
と
殆
ど
同
文
を
含
ん
で
い
た
蓋
然
性
を
も
主
張
し
て
、
今
の
と
こ
ろ
猶
臆
測
の
域
を
出
な
い
。
次
に
『茗
話
』
の
鵞
峰
執
筆
に
関
わ
る
部
分
に
つ
い
て
も
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。
「
田
達
者
」
を
島
田
忠
臣
と
考
証
す
る
有
名
な
46
話
は
唯
一
正
篇
(『続
本
朝
通
鑑
』
で
は
な
く
『本
朝
通
鑑
』
と
い
う
こ
と
)
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
今
該
当
箇
処
を
引
用
す
る
と
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。渤
海
使
帰
レ藩
。
参
議
藤
原
諸
葛
等
向
二
鴻
臚
館
一附
二
勅
書
⑩
今
般
菅
原
道
真
田
達
者
等
。
会
二鴻
臚
館
の
与
二
大
使
一有
二
即
席
贈
答
詩
⑩
以
為
二
一
軸
蛤
道
真
作
レ序
。
顛
謂
菅
礼
部
詩
似
二
白
楽
天
⑩
及
二
其
帰
按
田
達
音
。
島
田
忠
臣
乎
。
郷
一有
二
餞
別
詩
の
忠
臣
達
音
訓
音
相
近
。
(
『通
鑑
』
巻
三
十
五
、
元
慶
七
年
五
月
十
二
日
)
こ
こ
で
達
音
忠
臣
同
一
人
説
を
控
え
め
に
細
字
双
行
注
で
書
入
れ
て
い
る
こ
と
が
知
れ
る
が
、
実
は
鵞
峰
と
し
て
は
大
い
な
る
発
見
の
喜
び
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
次
の
記
事
に
依
っ
て
明
ら
か
と
な
る
。
菅
家
文
草
有
下
称
二
田
詩
伯
一者
凶
与
二
田
達
音
一為
二
同
人
4
達
音
詩
『史
館
茗
話
』
と
そ
の
周
辺
見
二
于
倭
漢
朗
詠
⑩
然
未
レ詳
三
其
為
二何
官
何
姓
⑩
頃
問
読
二
清
和
陽
成
紀
の
有
二島
田
忠
臣
者
⑩
以
二
文
学
一顕
レ名
。
就
中
元
慶
七
年
渤
海
客
来
朝
。
菅
家
仮
為
二
治
部
大
輔
ゆ
島
田
忠
臣
権
行
二
玄
蕃
頭
事
の
為
レ対
二
彼
使
裴
顛
一也
。
以
二
菅
家
文
草
一考
レ之
。
則
鴻
臚
詩
巻
序
称
二
田
郎
中
達
立
具
即
裴
顛
来
朝
時
事
也
。
初
知
下
達
音
与
二
忠
臣
一
為
中
同
人
上
也
。
達
音
忠
臣
。
文
字
雖
レ異
。
然
忠
臣
倭
訓
与
二
達
音
一
音
響
相
近
。
蓋
知
在
レ公
則
称
二忠
臣
の
在
レ私
則
称
二達
音
一乎
。
長
谷
雄
一
名
発
昭
。
此
亦
音
訓
近
。
可
レ為
二
一
例
一
乎
。
三
十
年
来
之
疑
。
今
日
始
解
。
不
レ悦
乎
。
就
想
。
書
史
会
要
所
謂
源
治
部
従
英
。
従
前
不
レ詳
レ為
二
何
人
⑩
余
曽
精
考
。
知
レ為
二治
部
卿
源
俊
賢
ゆ
亡
弟
靖
太
悦
。
以
為
二
適
当
過
今
達
音
為
二
忠
臣
↓
恨
不
レ使
二靖
聞
フ之
。
靖
不
レ可
二喚
起
の
示
二男
慇
過
々
頷
レ之
。
勧
レ余
分
二
註
天
慶
七
年
渤
海
裴
顛
来
朝
条
⑩
余
乃
口
二
授
庸
一加
二
補
之
の
(中
略
)
信
往
二
常
室
ハ
見
二
達
音
考
一太
喜
。
少
侍
坐
談
二
本
朝
文
人
之
事
の
(
『国
史
館
日
録
』
寛
文
六
年
五
月
三
日
)
嘗
て
の
『
一
人
一
首
』
の
時
に
は
気
付
か
な
か
っ
た
こ
と
を
こ
う
し
て
(
7
)
『茗
話
』
に
記
す
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。
さ
て
、
『本
朝
通
鑑
』
(正
続
篇
共
)
は
鵞
峰
及
び
そ
の
周
囲
の
孜
々
た
る
営
み
に
支
え
ら
れ
て
成
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
そ
四
五
『史
館
茗
話
』
と
そ
の
周
辺
の
編
修
そ
の
も
の
は
父
羅
山
の
儒
業
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
り
、
当
然
林
(8
>
家
の
家
学
の
蓄
積
な
し
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
『茗
話
』
の
場
合
も
同
様
で
、
大
曽
根
章
介
博
士
は
第
2
話
(高
尾
山
鐘
銘
)
°
籌
(父
子
の
才
学
)
°
46
話
(田
達
音
考
)
を
挙
げ
て
お
ら
幾
・
屋
上
屋
を
架
す
る
類
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
次
の
よ
う
な
よ
り
典
型
的
な
例
も
挙
げ
て
お
き
た
い
。
源
孝
道
一
聯
日
、
巫
陽
有
レ月
猿
三
叫
、
衡
嶺
無
レ雲
雁
一
行
。
与
二
唐
詩
所
謂
、
巫
峡
啼
猿
数
行
涙
、
衡
陽
帰
雁
幺
封
書
ハ
異
域
暗
合
乎
。
若
夫
衡
陽
雁
断
三
千
、
巫
峡
猿
啼
十
二
峰
者
、
後
二
於
孝
道
一則
姑
舎
レ是
。
孝
道
者
満
仲
子
也
。
其
出
二
武
林
一遊
二
文
苑
ハ
不
二亦
奇
一乎
。
(
『茗
話
』
8
話
)
波
線
部
の
漢
詩
に
つ
い
て
は
、
実
は
『羅
山
文
集
』
(巻
三
十
六
)
に
既
に
次
の
よ
う
に
見
え
て
い
て
、
こ
れ
を
ふ
ま
え
た
記
述
と
考
え
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
巫
猿
衡
雁
唐
高
適
云
、
巫
峡
啼
猿
数
行
涙
、
衡
陽
帰
雁
幾
封
書
。
元
交
阯
王
云
、
衡
陽
雁
断
三
千
路
、
巫
峡
猿
啼
十
二
峰
。
是
蹈
襲
者
乎
。
偶
然
相
似
者
乎
。
知
而
故
為
レ之
乎
。
未
レ知
二
其
優
劣
刃
庶
乎
還
三
我
具
二
詩
人
一
隻
眼
幻
四
六
こ
の
他
、
9
話
(九
月
十
三
夜
の
こ
と
)
に
つ
い
て
は
『国
史
館
日
録
』
(10
)
(11
)
の
記
事
も
あ
る
が
、
こ
れ
も
恐
ら
く
は
『羅
山
詩
集
』
の
記
事
に
触
発
さ
れ
継
承
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
仔
細
に
突
合
わ
せ
を
行
え
ば
こ
の
他
に
も
類
例
は
出
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
こ
に
林
家
の
稽
古
の
力
を
感
受
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
皿
『茗
話
』
の
こ
と
が
『国
史
館
日
録
』
に
見
え
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
(
12
)
寛
文
七
年
(
一
六
六
七
)
閏
二
月
十
三
日
以
後
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
折
口
授
の
か
た
わ
ら
数
件
を
補
っ
た
と
記
し
、
更
に
同
月
十
八
日
(数
件
)
・
二
十
五
日
(二
、
三
件
)
、
三
月
二
日
(数
段
)
・
十
一
日
(数
件
)
.
十
六
日
(十
件
)
と
増
補
し
て
、
二
十
二
日
(数
件
)
に
も
補
っ
て
百
話
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
筆
を
停
め
て
い
る
(『百
人
一
首
』
に
倣
っ
た
)
。
翌
二
十
三
日
に
は
『茗
話
』
五
十
人
件
の
一
校
を
了
え
、
二
十
九
日
に
『茗
話
』
の
新
写
本
を
}
考
。
晦
日
に
新
た
に
書
写
し
て
校
了
と
記
す
が
、
四
月
一
日
に
は
一
件
を
改
め
た
と
記
し
、
以
後
も
読
み
直
し
を
繰
返
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
父
羅
山
の
弟
子
で
も
あ
り
、
鵞
峰
と
も
古
い
つ
き
合
い
の
あ
っ
た
人
物
に
人
見
ト
幽
軒
(
一
五
九
九
-
一
六
七
〇
)
が
い
る
。
彼
は
『通
鑑
』
編
修
の
進
捗
状
況
に
関
心
を
寄
せ
時
折
来
訪
し
て
い
る
が
、
殊
に
梅
洞
の
才
に
か
ね
て
よ
り
注
目
し
て
い
た
。
物
故
し
た
梅
洞
を
夢
に
見
た
と
鵞
峰
に
詩
を
寄
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
(閏
二
月
十
二
日
)
程
だ
か
ら
、
遺
稿
の
『茗
話
』
に
関
心
を
示
さ
な
い
は
ず
が
な
い
。
そ
の
朗
読
に
聴
き
入
り
す
っ
か
り
喜
ん
だ
彼
は
、
老
い
て
眼
を
患
う
身
で
あ
っ
た
が
、
梅
洞
執
筆
部
分
を
借
り
受
け
書
写
し
た
い
と
申
し
出
、
夭
折
し
た
梅
(
13
)
洞
を
惜
し
み
、
「園
桃
依
レ旧
発
。
人
面
恨
二
今
亡
一」
の
一
聯
を
作
し
た
。
父
鵞
峰
も
こ
れ
に
答
え
て
「春
草
換
レ薪
感
。
我
心
憶
二
昔
嘗
一」
と
対
し
て
い
る
。
ま
た
、
辻
端
亭
(羅
山
の
門
弟
。
一
六
二
四
-
六
八
)
も
関
心
を
持
っ
て
い
た
一
人
で
、
林
家
か
ら
百
話
の
『茗
話
』
を
借
り
受
け
訓
点
を
施
し
、
(
14
)
序
文
を
付
し
て
鵞
峰
の
も
と
を
訪
れ
批
正
を
乞
う
て
い
る
。
こ
の
限
り
で
言
え
ば
、
梅
洞
没
後
一
年
く
ら
い
で
刊
行
も
可
能
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
開
板
さ
れ
て
書
賈
よ
り
鵞
峰
の
も
と
に
届
け
ら
れ
た
の
は
翌
八
年
九
月
十
一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
梅
洞
大
祥
忌
が
九
月
一
日
に
行
わ
れ
、
新
板
『梅
洞
林
先
生
全
集
』
(十
六
冊
)
が
供
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
『茗
話
』
も
三
回
忌
を
念
頭
に
置
き
上
梓
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
に
し
て
も
気
に
な
る
の
は
端
亭
で
あ
る
。
彼
は
こ
こ
十
餘
年
来
病
み
が
ち
で
あ
り
、
九
月
三
日
鵞
峰
が
来
訪
し
た
折
に
は
病
『史
館
茗
話
』
と
そ
の
周
辺
篤
く
起
き
る
の
も
ま
ま
な
ら
ぬ
状
態
で
あ
っ
た
と
い
い
、
遂
に
十
五
日
に
(15
)
永
逝
し
て
し
ま
う
。
彼
が
そ
の
生
前
に
新
刊
の
『史
館
茗
話
』
を
手
に
で
き
た
か
ど
う
か
は
、
猶
不
明
で
あ
る
。
W
『茗
話
』
の
刊
本
(寛
文
八
年
板
)
は
『国
書
総
目
録
』
に
よ
る
と
、
各
地
の
か
な
り
多
く
の
機
関
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
広
い
範
囲
で
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
ら
れ
る
。
『茗
話
』
の
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
文
献
の
一
端
に
つ
い
て
は
旧
稿
に
記
し
、
猶
増
補
を
行
っ
て
い
る
途
次
で
あ
る
が
、
今
迄
の
と
こ
ろ
、
4
・
4
話
(『広
益
俗
説
弁
』
巻
十
)
、
17
・
18
・
21
・
59
話
(『
二
十
一
代
集
才
子
伝
』
)
、
30
話
(
『笈
埃
随
筆
』
巻
十
二
、
『老
牛
餘
喘
』
初
編
下
)
、
31
話
(
『皇
都
午
睡
』
二
編
上
)
、
68
話
(
『関
秘
録
』
巻
一
)
な
ど
に
類
話
が
見
え
る
こ
と
を
補
足
し
て
お
き
た
い
。
但
し
、
こ
れ
ら
も
諸
書
交
錯
す
る
江
戸
出
版
界
の
盛
栄
下
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
材
源
を
『茗
話
』
の
み
に
特
定
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
適
切
で
は
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
最
近
刊
行
(平
成
十
一
年
三
月
)
さ
れ
た
『
天
文
雑
説
』
(古
典
文
庫
硼
。
天
文
二
十
二
年
〈
一
五
五
三
〉
写
本
。
し
か
も
孤
本
)
に
依
れ
ば
、
4
・
5
話
(都
良
香
伝
説
)
に
関
わ
る
部
分
が
、
巻
第
二
「都
良
四
七
『史
館
茗
話
』
と
そ
の
周
辺
香
奇
異
事
」
に
見
え
る
。
旧
稿
で
は
後
続
文
献
の
欄
に
記
入
し
て
し
ま
っ
た
が
、
成
立
か
ら
す
れ
ば
先
行
文
献
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
鵞
峰
や
梅
洞
の
披
見
の
範
囲
に
あ
っ
た
か
は
今
の
と
こ
ろ
疑
問
(猶
『林
家
書
目
』
に
は
見
え
な
い
)
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
け
れ
ど
も
。
[注
]
(1
)
拙
編
著
『史
館
茗
話
』
(新
典
社
、
平
成
九
年
)
に
収
録
し
た
「
『史
館
茗
話
』
に
つ
い
て
」
「
『史
館
茗
話
』
所
収
詩
話
の
先
行
・
後
続
文
献
一
覧
表
」
の
二
篇
参
照
。
猶
、
以
下
の
『茗
話
』
の
詩
話
番
号
・
本
文
は
前
掲
拙
編
著
に
依
り
、
『続
本
朝
通
鑑
』
は
国
書
刊
行
会
本
(活
字
本
。
大
正
七
ー
九
年
刊
の
『本
朝
通
鑑
』
全
十
八
冊
)
に
依
っ
て
い
る
。
(2
)
「凡
所
レ見
所
レ聞
所
レ考
所
レ補
。
悉
是
春
信
墨
痕
也
。
胸
襟
欝
陶
不
レ可
レ言
也
。
強
勉
為
レ之
。
鳴
呼
官
事
無
レ鹽
。
豈
其
忽
諸
。
自
二九
月
朔
一眼
不
レ
能
レ見
レ書
。
手
不
レ能
レ執
レ筆
。
今
日
初
吹
レ
硯
掃
レ机
」
(寛
文
六
年
十
月
十
一
日
)
「館
中
館
外
之
徒
弟
。
其
所
レ宗
者
春
信
也
」
(同
十
二
月
七
日
)
「記
=
長
保
元
年
⑩
自
二
正
月
一至
二
三
月
↓
是
余
起
筆
之
初
也
。
春
信
存
則
可
レ見
=
彼
草
↓
追
懐
特
甚
。
故
口
授
筆
配
滞
而
不
レ進
」
(同
十
日
)
な
ど
は
そ
の
一
端
。
猶
、
『鵞
峰
文
集
』
の
「祭
二
亡
嗣
子
一文
」
「
亡
嗣
五
周
忌
告
文
」
(以
上
巻
六
十
六
)
「
西
風
涙
露
」
(巻
七
十
七
ー
九
)
等
に
よ
っ
て
も
鵞
峰
の
梅
洞
に
寄
せ
る
思
い
の
強
さ
が
窺
え
る
。
四
八
(3
)
『国
史
館
日
録
』
に
「加
二
補
長
徳
元
年
弔
且
加
二
正
暦
末
段
↓
而
聞
二栄
華
物
語
第
五
巻
ゆ
考
二
伊
周
配
流
始
末
4
諸
記
中
栄
華
及
古
事
談
詳
也
。
延
喜
以
来
。
無
二
正
史
⑩
春
信
拠
二扶
桑
略
紀
日
本
紀
略
公
卿
補
任
本
朝
文
粋
等
⑩
記
二
大
綱
}而
加
二
小
説
等
於
其
間
幻
猶
有
レ所
レ漏
。
故
再
校
已
了
。
又
三
考
随
レ得
加
二
補
之
一者
也
」
(寛
文
六
年
十
一
月
二
十
一
日
)
「史
館
起
筆
之
時
。
以
下
自
二
昌
泰
一至
二
久
寿
一十
七
朝
二
百
五
十
八
年
加
附
二春
信
↓
然
信
記
下
自
二
昌
泰
一至
二
長
徳
一百
一
年
上
早
世
。
其
草
十
八
巻
。
大
半
自
二
筆
之
↓
館
生
竜
泉
等
。
受
二
口
授
一所
レ筆
亦
相
交
。
其
没
後
余
所
二
改
補
一亦
有
レ之
」
(同
七
年
七
月
二
十
人
日
)
な
ど
と
見
え
る
。
(4
)
猶
、
念
の
為
に
記
す
が
、
『今
昔
』
で
惟
宗
孝
言
を
長
谷
雄
と
同
時
代
人
の
よ
う
に
記
す
の
は
勿
論
誤
り
。
『江
談
抄
』
の
「孝
言
聞
レ之
」
の
文
脈
を
誤
解
し
た
こ
と
に
よ
る
。
(5
)
小
島
憲
之
博
士
校
注
『本
朝
一
人
一
首
』
(岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
二
月
)
一
二
八
頁
脚
注
参
照
。
(6
)
『国
史
館
日
録
』
に
「
見
二
春
信
草
本
↓
自
二延
喜
十
四
年
一至
二
同
二
十
二
年
幻
其
中
有
二
三
善
清
行
意
見
封
事
十
二
条
幻
見
レ之
感
二
其
忠
ゆ
奇
二
其
才
↓
乃
知
本
朝
之
古
。
不
レ可
レ謂
レ無
レ人
也
。
故
其
文
雖
レ繁
全
載
レ之
」
と
記
す
。
(7
)
猶
こ
の
事
は
後
に
も
「今
日
書
賈
白
水
寄
二
呈
新
写
本
四
冊
の
其
中
有
二
田
氏
家
集
一
帖
↓
其
跋
日
。
島
田
忠
臣
集
。
乃
是
田
達
音
也
。
余
嘗
併
二
参
陽
成
実
録
及
菅
家
文
草
過
弁
一恵
臣
達
音
}為
二
一
人
幻
作
二
文
一
篇
一載
二
于
家
集
↓
又
記
二其
事
於
茗
話
幻
ト
幽
及
館
徒
粗
聞
レ之
。
今
見
二
此
集
4
喜
二
臆
断
不
フ違
也
。
鳴
呼
春
信
若
在
。
則
語
レ之
則
解
レ頤
乎
」
(
『国
史
館
日
録
』
寛
文
七
年
四
月
二
十
日
)
と
記
す
。
引
用
文
中
の
家
集
に
載
せ
た
一
篇
と
は
勿
論
「
田
達
音
考
」
で
、
『鵞
峰
文
集
』
(巻
百
十
人
)
に
見
え
る
。
(8
)
安
川
実
『本
朝
通
鑑
の
研
究
-
林
家
史
学
の
展
開
と
そ
の
影
響
i
』
(言
叢
社
、
昭
和
五
十
五
年
)
参
照
。
(9
)
「
『
本
朝
一
人
一
首
』
と
『史
館
茗
話
』
1
林
家
の
日
本
漢
文
学
研
究
に
つ
い
て
ー
』
(『国
語
と
国
文
学
』
第
五
十
八
巻
十
一
号
、
昭
和
五
十
六
年
十
一
月
。
『大
曽
根
章
介
日
本
漢
文
学
論
集
』
第
一
巻
〈
汲
古
書
院
、
平
成
十
年
〉
所
収
)
。
(10
)
「今
夜
我
邦
明
月
。
先
考
存
時
以
来
。
毎
歳
吟
レ之
。
近
年
大
概
赴
二姫
路
拾
遺
父
子
第
↓
故
感
懐
之
切
。
与
二
中
秋
一斉
。
然
以
二
詩
筵
久
廃
一故
。
被
レ勤
一友
元
一及
レ此
。
余
頃
問
見
二
階
莫
詞
葉
⑩
惟
宗
孝
言
輔
仁
親
王
及
藤
原
知
房
十
三
夜
詩
。
考
二
其
時
代
過
乃
先
二
於
忠
通
一」
(寛
文
七
年
九
月
十
三
日
)
な
ど
と
あ
る
。
(1
)
巻
二
十
五
(月
三
)
に
九
月
十
三
夜
詠
群
が
あ
り
、
巻
二
十
六
(月
四
)
で
は
「
九
月
十
三
夜
」
と
し
て
醍
醐
帝
世
に
始
ま
る
こ
と
、
忠
通
の
『無
題
詩
』
所
収
詩
、
『徒
然
草
』
の
文
(但
し
漢
文
化
し
て
あ
る
)
を
引
用
し
て
い
る
。
『茗
話
』
に
先
立
つ
『本
朝
一
人
一
首
』
(巻
六
・
二
九
〇
藤
原
忠
通
)
も
恐
ら
く
は
そ
の
延
長
上
に
あ
る
で
あ
ろ
う
。
(
12
)
「
今
夜
口
二
授
村
生
4
補
二茗
話
数
段
4
此
話
春
信
所
レ作
。
猶
未
レ終
レ編
。
故
及
レ此
」
と
あ
る
。
『茗
話
』
42
話
の
後
に
置
か
れ
『史
館
茗
話
』
と
そ
の
周
辺
(寛
文
七
年
)
る
梅
洞
遺
帖
の
跋
文
に
「
丁
未
春
之
仲
月
之
閏
」
と
あ
り
時
期
も
合
致
す
る
。
(
13
)
こ
の
詩
句
は
『本
事
詩
』
(情
感
)
に
見
え
る
故
事
で
人
面
桃
花
の
逸
話
と
し
て
知
ら
れ
る
。
科
挙
に
失
敗
し
た
崔
護
は
清
明
節
に
都
城
内
を
散
歩
中
、
酒
に
の
ど
が
渇
き
飲
水
を
求
め
て
美
女
と
出
合
う
。
そ
の
場
は
互
い
に
思
い
を
抱
き
つ
つ
別
れ
た
が
、
翌
年
の
同
じ
折
に
男
は
再
訪
す
る
。
し
か
し
、
女
は
生
憎
と
不
在
で
、
男
は
思
い
を
託
し
て
七
絶
を
門
扉
に
書
き
つ
け
立
去
る
。
帰
宅
し
た
女
は
詩
を
読
ん
で
恋
患
い
が
昂
じ
て
死
ん
で
し
ま
う
。
父
が
哭
声
を
挙
げ
て
い
る
と
彼
が
通
り
す
が
り
、
女
の
遺
体
を
前
に
哭
す
と
、
女
は
蘇
生
し
、
や
が
て
二
人
は
失
婦
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
猶
、
ト
幽
軒
の
他
に
も
梅
洞
を
惜
し
む
人
々
は
多
い
。
野
間
静
軒
(三
竹
。
一
六
〇
八
-
七
六
)
な
ど
も
古
今
の
奇
才
と
彼
を
称
え
て
い
る
(
『国
史
館
日
録
』
寛
文
七
年
八
月
二
十
日
)
。
(14
)
「聊
適
来
。
加
二
訓
点
於
史
館
茗
話
⑩
且
作
二
之
序
↓
以
求
二
訂
正
⑩
暫
談
而
去
」
(
『国
史
館
日
録
』
寛
文
七
年
七
月
二
十
六
日
)
と
あ
り
、
『茗
話
』
の
刊
本
序
文
に
「寛
文
第
七
歳
丁
未
秋
日
」
と
あ
る
の
に
も
照
応
す
る
。
(15
)
「
昨
暮
辻
達
没
。
年
四
十
五
。
侍
二
門
下
一三
十
二
年
。
十
餘
年
来
雖
二多
病
↓
不
レ廃
二文
字
⑩
又
不
レ失
二
礼
敬
↓
可
レ愍
。
可
レ惜
」
(
『国
史
館
日
録
』
寛
文
八
年
九
月
十
六
日
)
と
あ
る
。
ま
た
、
鵞
峰
は
「
辻
達
小
石
碑
誌
」
(『鵞
峰
文
集
』
巻
六
十
九
)
を
執
筆
し
て
い
る
。
四
九
